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Ⅳ．ワクチン産業に期待されるニーズの所在 

１． ワクチンに対するニーズの形成と産業 

疾患の予防は社会的・経済的な損失を減らすとともに医療費の増加を防ぐ効果

もある。ワクチンの開発により、こうした社会的便益をもたらすことが期待でき

る。しかしながら、疾病に罹患した際に医療機関で受ける治療とは異なり、ワク

チンは健康なときに医療機関を訪ねて接種を受けるものであり、ワクチンの意義

について十分理解し納得することなしには、ワクチン接種を受けるという行動に

は結びつかない。したがって、ワクチンの意義に関する知識の普及とワクチンの

ニーズとは表裏一体をなすものである。 

個々のワクチンが実用化された後の需要の将来展望は、ワクチンの研究開発を

行う企業が開発への取組姿勢を決する上で非常に重要である。勿論、患者の数が

予測可能で使用対象が比較的明らかな治療薬とは異なり、ワクチンの需要予測に

は、様々な不確定要素が伴うが、それらも織り込んでワクチン需要の行方を予測

することが必要となる。 

今後のワクチンの需要動向に影響を与え得る社会的情勢を概観してみると、ワ

クチンの種類毎に程度の差はあるが、疾病予防及び保健医療水準向上への期待と、

新型インフルエンザ等に対する危機管理上の要請は、今後のワクチンへのニーズ

を生み出す大きな潜在的要因として確実に存在している。有望なシーズを得て研

究開発を行うことにより優れたワクチンが実用化されると同時に、ワクチンの有

用性や接種の意義についての理解が浸透してくれば、実際に接種希望者が現れ、

具体的な需要がもたらされると考えられる。 

ワクチン製造企業がワクチン開発へのインセンティブを保ち続けるためには、

感染症の発生状況や臨床現場からの要請、基盤技術の動向の他、企業製品の開発

状況等からみて、ワクチンの種類毎に、医療経済効果をも加味したワクチン需要

の将来展望を描けることが重要である。 

以下、ワクチンの需要に影響を与えると考えられる要素を具体的に取り上げて

考察する。 

２． 研究開発の進展の要因 

(1) 欧米を含め、現在までに臨床開発の段階に達しているワクチンは、（社）細

菌製剤協会／日本製薬団体連合会の調べによれば、表６ａのとおりである。 

(2) ワクチンの接種対象者についても、小児にとどまらず、より広範な使用者層

を想定したワクチン開発研究が国際的なレベルで進行しており、遠からずこ

れらが実用化されるものと期待される。 

 

 


